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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在した接着剤層とを備え、さらに光学部
材における接着剤層とは反対側に画像表示部を備える画像表示装置に使用される前記光学
部材であって、
　前記接着剤層が、アクリル系樹脂、テルペン系水素添加樹脂、キシレン系樹脂、ブタジ
エン重合体およびイソプレン重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種のポリマーを
含有するものであり、
　前記光学部材がシート状又はフィルム状であり、
下記（１）の条件を満たすことを特徴とする光学部材。
（１）ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１４重量％、ベンジルメタクリレー
ト８重量％、メチルメタクリレート２重量％、光重合開始剤０．２重量％、（メタ）アク
リレート系モノマー０．８重量％、及び、ガスクロマトグラフィー分析において定量限界
以下の成分を含み、これら成分以外の成分がイソプレン重合体から構成される評価用接着
剤１０μｌを前記光学部材の表面に滴下した後、５分放置した際における前記光学部材と
前記評価用接着剤との接触角が５５°以下であること。
【請求項２】
　さらに、下記（２）の条件を満たす請求項１に記載の光学部材。
（２）ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１４重量％、ベンジルメタクリレー
ト８重量％、メチルメタクリレート２重量％、光重合開始剤０．２重量％、（メタ）アク
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リレート系モノマー０．８重量％、及び、ガスクロマトグラフィー分析において定量限界
以下の成分を含み、これら成分以外の成分がイソプレン重合体から構成される評価用接着
剤を前記光学部材の表面に塗布した後、硬化処理して接着剤層を形成したサンプルにおけ
る前記接着剤層に対する前記光学部材の最大せん断応力が１４０Ｎ以上であること。
【請求項３】
　前記接着剤層に介在される側の面に防眩処理、反射防止処理、ハードコート処理、帯電
防止処理及び易接着処理のうち少なくとも１種の処理が施されている請求項１又は２に記
載の光学部材。
【請求項４】
　前記接着剤層に介在される側の面に防汚処理が施されていない請求項１～３のいずれか
に記載の光学部材。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の光学部材からなる偏光子保護フィルム。
【請求項６】
　請求項５に記載の偏光子保護フィルムと、偏光子とを備える偏光板。
【請求項７】
　光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在した接着剤層とを備え、さらに光学部
材の接着剤層とは反対側に画像表示部を備える画像表示装置であって、
　前記接着剤層が、アクリル系樹脂、テルペン系水素添加樹脂、キシレン系樹脂、ブタジ
エン重合体およびイソプレン重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種のポリマーを
含有するものであり、
　前記光学部材がシート状又はフィルム状であり、
前記光学部材が下記（１）の条件を満たすことを特徴とする画像表示装置。
（１）ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１４重量％、ベンジルメタクリレー
ト８重量％、メチルメタクリレート２重量％、光重合開始剤０．２重量％、（メタ）アク
リレート系モノマー０．８重量％、及び、ガスクロマトグラフィー分析において定量限界
以下の成分を含み、これら成分以外の成分がイソプレン重合体から構成される評価用接着
剤１０μｌを前記光学部材の表面に滴下した後、５分放置した際における前記光学部材と
前記評価用接着剤との接触角が５５°以下であること。
【請求項８】
　光学部材が、さらに下記（２）の条件を満たす請求項７に記載の画像表示装置。
（２）ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１４重量％、ベンジルメタクリレー
ト８重量％、メチルメタクリレート２重量％、光重合開始剤０．２重量％、（メタ）アク
リレート系モノマー０．８重量％、及び、ガスクロマトグラフィー分析において定量限界
以下の成分を含み、これら成分以外の成分がイソプレン重合体から構成される評価用接着
剤を前記光学部材の表面に塗布した後、硬化処理して接着剤層を形成したサンプルにおけ
る前記接着剤層に対する前記光学部材の最大せん断応力が１４０Ｎ以上であること。
【請求項９】
　前記光学部材及び前記透明保護部材の間に介在した接着剤層が、アクリル系樹脂、テル
ペン系水素添加樹脂、キシレン系樹脂、ブタジエン重合体およびイソプレン重合体からな
る群より選ばれる少なくとも１種のポリマーと、（メタ）アクリレート系モノマーと、光
重合開始剤とを含有する接着剤が硬化処理して形成されたものである請求項７又は８に記
載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記アクリル系樹脂が、ポリウレタン（メタ）アクリレート、ポリイソプレン系（メタ
）アクリレート、ポリイソプレン系（メタ）アクリレートのエステル化物からなる群より
選ばれる少なくとも１種のポリマーである請求項９に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記（メタ）アクリレート系モノマーが、メチル（メタ）アクリレート、ベンジル（メ
タ）アクリレート、ジシクロペンテニロキシエチル（メタ）アクリレート、イソボニル（
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メタ）アクリレート及び２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレートからなる群より選ば
れる少なくとも１種のモノマーである請求項９又は１０に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在した接着剤層とを備え、さ
らに光学部材の接着剤層とは反対側に画像表示部を備える画像表示装置に使用される前記
光学部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、有機エレクトロルミネッセンスディスプレイ（ＥＬＤ）
、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、表面電界ディスプレイ（ＳＥＤ）、フィールドエミ
ッションディスプレイ（ＦＥＤ）等の画像表示装置において、液晶セルなどの画像表示部
の視認側に、偏光板や、防眩フィルム、反射防止フィルムなどの光学部材を配置し、さら
にそれらを保護するために接着剤層を介してガラス製等の透明保護部材を配置したものが
知られている。この画像表示装置を作製する方法として、例えば、前記光学部材に接着剤
を垂らして広げた後に前記透明保護部材を倒し込んで重ね合わせ、次いで接着剤を硬化さ
せることによりそれらを一体化させる方法が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－５５６４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、使用する光学部材によっては、それに接着剤を垂らした際に接着剤が弾
かれてしまうことがあり、その結果、光学部材と透明保護部材の間に気泡が生じてしまう
ことがあった。そこで、本発明の目的は、光学部材と透明保護部材の間に生じる気泡によ
る外観上の不具合を抑制しうる光学部材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる状況の下、本発明者らは鋭意検討したところ、イソプレン重合体を主成分とし、
ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１４重量％、ベンジルメタクリレート８重
量％、メチルメタクリレート２重量％及び光重合開始剤０．２重量％を含む特定の接着剤
を評価用接着剤として、光学部材における所定の接触角を評価したところ、該接触角が５
５°以下である光学部材によれば、本発明の目的を達成しうることを見出し、本発明を完
成するに至った。
【０００６】
　すなわち、本発明は、光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在した接着剤層と
を備え、さらに光学部材における接着剤層とは反対側に画像表示部を備える画像表示装置
に使用される前記光学部材であって、下記（１）の条件を満たすことを特徴とする光学部
材を提供するものである。
（１）イソプレン重合体を主成分とし、ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１
４重量％、ベンジルメタクリレート８重量％、メチルメタクリレート２重量％及び光重合
開始剤０．２重量％を含む評価用接着剤１０μｌを前記光学部材の表面に滴下した後、５
分放置した際における前記光学部材と前記評価用接着剤との接触角が５５°以下であるこ
と。
【０００７】
　また、本発明は、光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在した接着剤層とを備
え、さらに光学部材の接着剤層とは反対側に画像表示部を備える画像表示装置であって、
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前記光学部材が下記（１）の条件を満たすことを特徴とする画像表示装置を提供するもの
である。
（１）イソプレン重合体を主成分とし、ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１
４重量％、ベンジルメタクリレート８重量％、メチルメタクリレート２重量％及び光重合
開始剤０．２重量％を含む評価用接着剤１０μｌを前記光学部材の表面に滴下した後、５
分放置した際における前記光学部材と前記評価用接着剤との接触角が５０°以下であるこ
と。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、光学部材と透明保護部材の間に生じる気泡による外観上の不具合を抑
制しうる光学部材を提供することができ、さらに、当該光学部材を使用することにより、
前記外観不良が抑制された画像表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明における画像表示装置の概念図である。
【図２】光学部材の最大せん断応力を測定する際に使用するサンプルの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
＜光学部材＞
　本発明の光学部材は、画像表示装置の部材として使用されるものであり、該画像表示装
置は、本発明の光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在した接着剤層を備え、さ
らに前記光学部材における接着剤層とは反対側に画像表示部を備えるものである。そして
、本発明の光学部材は、特定の評価用接着剤により測定される接触角が所定値以下となる
ものである。このように、画像表示部の方から順に、画像表示部、光学部材、接着剤層、
および透明保護部材を備える画像表示装置において、前記光学部材として所定値の接触角
を示す本発明の光学部材を採用することにより、光学部材と透明保護部材との間に生じる
気泡の発生を抑制することが可能となる。
【００１１】
　本発明の光学部材は、下記（１）の条件を満たすものである。
（１）イソプレン重合体を主成分とし、ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１
４重量％、ベンジルメタクリレート８重量％、メチルメタクリレート２重量％及び光重合
開始剤０．２重量％を含む評価用接着剤１０μｌを前記光学部材の表面に滴下した後、５
分放置した際における前記光学部材と前記評価用接着剤との接触角が５５°以下であるこ
と。
【００１２】
　前記評価用接着剤は、光学部材の接触角を評価するための接着剤であり、必ずしも当該
接着剤によって画像表示装置の接着剤層を構成しなくてもよい。この評価用接着剤は、前
述したように、イソプレン重合体を主成分とし、ジシクロペンテニロキシエチルメタクリ
レート１４重量％、ベンジルメタクリレート８重量％、メチルメタクリレート２重量％及
び光重合開始剤０．２重量％を含むものである。なお、ここでいう光重合開始剤は、イル
ガキュア１８４など従来公知のものを採用することができる。評価用接着剤は、その他の
添加物として、アセトン、２，４，６-トリメチル安息香酸の如き溶媒や、１－オクタン
チオールの如き重合調整剤のほか、ジフェニルホスフィンを含むことができるが、実質的
には、前記必須成分以外のほとんどの成分はイソプレン重合体から構成される。評価用接
着剤は、このような組成で構成されるので、透明で粘性のあるものとなっている。
【００１３】
　本発明の光学部材は、その表面に前述した評価用接着剤を１０μｌ滴下した後、５分間
放置した際において、これらの接触角が５５°以下となるものである。この接触角の測定
は、評価用接着剤を使用しているものの、それ以外はいわゆる対水接触角と同様に測定す
ることができ、例えば、ＤａｔａＰｈｙｓｉｃｓ社製のＣｏｎｔａｃｔ　Ａｎｇｌｅ　Ｓ
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ｙｓｔｅｍ　「ＯＣＡ３０Ｌ」を用いて測定することができる。
【００１４】
　本発明の光学部材は、前記接触角が５５°以下のものであり、これにより前述した気泡
の発生を抑制することができる。かかる気泡発生を抑制するという観点から、接触角は５
０°以下であることが好ましい。
【００１５】
　本発明の光学部材は、さらに下記（２）の条件を満たすものであることが好ましい。
（２）イソプレン重合体を主成分とし、ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート１
４重量％、ベンジルメタクリレート８重量％、メチルメタクリレート２重量％及び光重合
開始剤０．２重量％を含む評価用接着剤を前記光学部材の表面に塗布した後、硬化処理し
て接着剤層を形成したサンプルにおける前記接着剤層に対する前記光学部材の最大せん断
応力が１４０Ｎ以上であること。
【００１６】
　ここで、光学部材の最大せん断応力の測定方法について、図２を参照しながら説明する
。まず、評価用接着剤としては、前述したものと同様のものを使用する。次に、予めガラ
ス板６に貼合しておいた光学部材１の表面に前記評価用接着剤を塗布した後、さらに接着
剤を塗布した面にガラス板７を重ね合わせ、次いで活性エネルギー線を照射して硬化処理
を行うことにより、光学部材１とガラス板７との間に接着剤層８を形成させ、測定用のサ
ンプルを作製する。その後、このサンプルにおいて、ガラス板６とガラス板７とを相対す
る方向（図２中の矢印方向）、すなわち光学部材１から接着剤層８を引き剥がす方向に一
定速度で応力をかけていき、観測された力の最大値が最大せん断応力となる。この最大せ
ん断応力は、ＪＩＳ　Ｋ６８６８－２に準じて測定できるものである。この最大せん断応
力を測定する装置として、例えば、島津製作所社製のオートクレープ（ＡＧ－１）などを
使用することができる。このように測定される最大せん断応力が、前記（２）の条件で規
定する光学部材の最大せん断応力を意味するものとなる。
【００１７】
　光学部材の最大せん断応力は、１４０Ｎ以上であることが好ましい。この最大せん断応
力を１４０Ｎ以上にすることにより、光学部材と、接着剤を介して積層される透明保護部
材との密着性が高まることになり、例えば、液晶ＴＶのように透明保護部材が大きくなる
画像表示装置においては、透明保護部材の自重による該部材のずれを防止することが可能
となり、また、携帯情報端末のように持ち運び時に物理的な負荷がかかる画像表示装置に
おいては、かかる物理的負荷による該部材のずれを防止することが可能となる。
【００１８】
　本発明の光学部材は、前述した特定の接触角を有する板状（プレート状）、シート状、
フィルム状のものが挙げられるが、画像表示装置の構成部材として、シート状又はフィル
ム状のものが好ましい。中でも、防眩処理、反射防止処理、ハードコート処理、帯電防止
処理、プライマー処理されているものが好ましく、これらの処理が施されているフィルム
として、防眩フィルムや、光拡散フィルム、反射防止フィルム、偏光子保護フィルム又は
それを備える偏光板などが挙げられる。以下、これらについて説明する。
【００１９】
　防眩フィルムは、画像表示装置に防眩機能を付与するためのフィルムであり、例えば、
透明基材フィルムの表面にいわゆる防眩面が形成されたものが挙げられる。ここでいう防
眩面としては、例えば、（ア）透光性樹脂中に透光性微粒子を分散させることにより表面
に所定の凹凸を形成した防眩層、（イ）透光性樹脂の表面に金型等により所定の凹凸を形
成した防眩層、（ウ）透明基材フィルムの表面に直接所定の凹凸を形成した防眩面などが
該当する。中でも、防眩性やその他の光学特性の観点から、前記（ア）、（イ）が好まし
い。
【００２０】
　防眩フィルムに使用される透明基材フィルムとしては、適度な透明性と機械強度を有す
る樹脂フィルムであればよく、例えば、ＴＡＣ（トリアセチルセルロース）などのセルロ
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ースアセテート系樹脂、アクリル系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリエチレンテレフ
タレートなどのポリエステル系樹脂、ポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィ
ン系樹脂が挙げられる。
【００２１】
　前記防眩層を構成する透光性樹脂は、透光性を有するものであればよく、例えば、紫外
線硬化型樹脂、電子線硬化型樹脂などの電離放射線硬化型樹脂の硬化物や、熱硬化型樹脂
の硬化物、熱可塑性樹脂、金属アルコキシド系ポリマーなどが使用できる。なかでも、電
離放射線硬化型樹脂の硬化物が好適である。
【００２２】
　電離放射線硬化性樹脂としては、多価アルコールのアクリル酸またはメタクリル酸エス
テルのような多官能性のアクリレート、ジイソシアネートと多価アルコール及びアクリル
酸またはメタクリル酸のヒドロキシエステル等から合成されるような多官能のウレタンア
クリレート等が挙げられる。またこれらの他にも、アクリレート系の官能基を有するポリ
エーテル樹脂、ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂、アルキッド樹脂、スピロアセタール樹
脂、ポリブタジエン樹脂、ポリチオールポリエン樹脂等も使用することができる。
【００２３】
　電離放射線硬化型樹脂のうち、紫外線硬化型樹脂を用いる場合、通常、光重合開始剤が
添加される。光重合開始剤は、使用する樹脂に応じて適宜選択される。光重合開始剤（ラ
ジカル重合開始剤）としては、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチ
ルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルメチルケタールなどのベンゾイ
ンとそのアルキルエーテル類等が用いられる。
【００２４】
　熱硬化型樹脂の硬化物としては、アクリルポリオールとイソシアネートプレポリマーと
からなる熱硬化型ウレタン樹脂、フェノール樹脂、尿素メラミン樹脂、エポキシ樹脂、不
飽和ポリエステル樹脂、シリコーン樹脂等があげられる。
【００２５】
　熱可塑性樹脂としては、アセチルセルロース、ニトロセルロース、アセチルブチルセル
ロース、エチルセルロース、メチルセルロース等のセルロース誘導体、酢酸ビニル及びそ
の共重合体、塩化ビニル及びその共重合体、塩化ビニリデン及びその共重合体等のビニル
系樹脂、ポリビニルホルマール、ポリビニルブチラール等のアセタール樹脂、アクリル樹
脂及びその共重合体、メタクリル樹脂及びその共重合体等のアクリル系樹脂、ポリスチレ
ン樹脂、ポリアミド樹脂、線状ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂等が使用できる
。
【００２６】
　金属アルコキシド系ポリマーとしては、珪素アルコキシド系の材料を原料とする酸化珪
素系マトリックス等を使用することができる。具体的には、テトラメトキシシラン、テト
ラエトキシシランなどのアルコキシシランを、加水分解、脱水縮合により無機系または有
機無機複合系マトリックスとすることができる。
【００２７】
　透光性樹脂として電離放射線硬化型樹脂の硬化物を用いる場合は、透明基材フィルムに
塗布、乾燥した後に紫外線や電子線等の電離放射線照射する必要がある。また、透光性樹
脂として熱硬化型樹脂の硬化物、金属アルコキシド系ポリマーを用いる場合は、塗布、乾
燥した後に加熱を要することがある。
【００２８】
　透光性微粒子としては、例えば、アクリル樹脂、メラミン樹脂、ポリエチレン、ポリス
チレン、有機シリコーン樹脂、アクリル－スチレン共重合体等の有機微粒子、及び炭酸カ
ルシウム、シリカ、酸化アルミニウム、炭酸バリウム、硫酸バリウム、酸化チタン、ガラ
ス等の無機微粒子等が挙げられ、これらの中の１種又は２種類以上を混合して使用するこ
とができる。なお、所望の防眩性やその他の光学特性を得るためには、透光性微粒子の種
類、粒子径、屈折率、含有量などを適宜調整すればよい。
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【００２９】
　防眩層の表面に金型などにより凹凸を形成する場合には、かかる金型として板状のもの
やロール状のものを使用することができる。
【００３０】
　これら防眩層を形成するには、透光性樹脂を形成する樹脂材料（電離放射線硬化性樹脂
、熱硬化性樹脂、金属アルコキシド）や透光性微粒子を含有する塗工液を、透明基材フィ
ルムの表面に塗工した後、必要に応じて金型を使用して硬化処理を行う。塗工液の塗工方
法については、従来公知の方法を採用することができ、例えば、グラビアコート法、マイ
クログラビアコート法、ロールコート法、ロッドコート法、ナイフコート法、エアーナイ
フコート法、キスコート法、ダイコート法などを用いることができる。
【００３１】
　次いで、電離放射線及び／又は熱により塗膜を硬化させる。電離放射線種は特に制限さ
れるものではなく、透光性樹脂の種類に応じて、紫外線、電子線、近紫外線、可視光、近
赤外線、赤外線、Ｘ線などから適宜選択することができるが、紫外線、電子線が好ましく
、特に取り扱いが簡便で高エネルギーが容易に得られるという点で紫外線が好ましい。
【００３２】
　光拡散フィルムは、画像表示装置の視野角拡大等を目的とし、画像表示部からの光を拡
散させるものであり、例えば、透明基材フィルムの表面に、透光性樹脂中に透光性微粒子
を分散させた光拡散層を有するものが挙げられる。ここで、透明基材フィルム、透光性樹
脂、透光性微粒子としては、先の防眩フィルムにおいて例示されたものと同様のものを使
用することができる。光拡散層として構成する場合には、所望の光拡散性を付与する観点
から、透明基材フィルムの種類、透光性樹脂の種類、透光性微粒子の種類、粒子径、屈折
率、含有量、光拡散層の厚みなどを適宜調整すればよい。
【００３３】
　反射防止フィルムは、画像表示装置表面に入射される外光の反射を防止して、画像表示
装置の表示品位を高めるためのフィルムであり、例えば、透明基材フィルムの外側に低屈
折率層を有するものである。また、かかる透明基材フィルムと低屈折率層との間に、ハー
ドコート層や、高屈折率層、中屈折率層を設けることもでき、最外層に耐擦傷性を付与す
るためのハードコート層を設けてもよい。
【００３４】
　ここでいう透明基材フィルムとしては、先の防眩フィルムにおいて例示したフィルムと
同様のフィルムを使用することができる。
【００３５】
　低屈折率層は、バインダーマトリクス及び無機微粒子を含むものが挙げられる。バイン
ダーマトリクスを形成する材料としては、例えば、電離放射線硬化型樹脂及び重合開始剤
を含む混合物に電離放射線を照射することにより、重合、硬化して得られるものや、アル
コキシシランの加水分解物を脱水縮合して得られるものが挙げられる。
【００３６】
　電離放射線硬化型樹脂、重合開始剤としては、先の防眩フィルムにおいて例示したもの
と同様のものを使用することができる。一方、無機微粒子としては、例えば、ＬｉＦ（屈
折率１．４）、ＭｇＦ（屈折率１．４）、３ＮａＦ・ＡｌＦ（屈折率１．４）、ＡｌＦ（
屈折率１．４）、Ｎａ３ＡｌＦ６（屈折率１．３３）などの低屈折微粒子や、中空シリカ
微粒子などが挙げられる。
【００３７】
　ハードコート層は、電離放射線硬化型樹脂及び重合開始剤を含む混合物に電離放射線を
照射することにより、重合、硬化して形成することができる。電離放射線硬化性樹脂や重
合開始剤としては、先に例示したものと同様のものを使用することができる。
【００３８】
　高屈折率層を構成する材料としては、特に限定されるものではなく、無機材料及び有機
材料を用いることができる。無機材料として、例えば、酸化亜鉛、酸化チタン、酸化セリ
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ウム、酸化アルミニウム、酸化シラン、酸化タンタル、酸化イットリウム、酸化イッテル
ビウム、酸化ジルコニウム、酸化アンチモン、酸化インジウム錫（以後、ＩＴＯとも称す
る。）等の微粒子が挙げられる。また、このような高屈折率層を形成することで帯電防止
性能を付与することも可能となる。
【００３９】
　偏光板は、ポリビニルアルコールからなる偏光子と、それを保護するための偏光子保護
フィルムから構成される。本発明の光学部材は、前述した接触角を満たすものであれば、
偏光板であってもよいし、偏光子保護フィルムであってもよい。偏光子保護フィルムとし
ては、ＴＡＣ（トリアセチルセルロース）などのセルロースアセテート系樹脂、アクリル
系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル系樹
脂、ポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィン系樹脂が挙げられるが、かかる
樹脂の表面に、コロナ放電処理、グロー放電処理、プライマー処理、酸処理、アルカリ処
理、紫外線照射処理などの易接着処理されたものであるのが好ましい。なかでも、前述し
た最大せん断応力の点から、易接着処理されたポリエステル系樹脂、ポリオレフィン系樹
脂、アクリル系樹脂、ポリカーボネート樹脂がより好ましい。
【００４０】
　本発明の光学部材は、その表面にレベリング剤などによる防汚処理が施されていないも
のが好ましい。防汚処理が施されていると、前述した光学部材の接触角が大きくなってし
まう傾向がある。
【００４１】
＜透明保護部材＞
　透明保護部材は、画像表示装置の視認側の最表面に配置される透明な部材であり、画像
表示装置を物理的に保護するためのものである。かかる透明保護部材としては、汎用され
ているガラス板を使用することができる。
【００４２】
＜接着剤＞
　ここでいう接着剤は、本発明の光学部材と、前記透明保護部材とを介在するためのもの
であり、従来から使用されている接着剤と同様のものを使用することもできる。中でも、
アクリル系樹脂、テルペン系水素添加樹脂、キシレン系樹脂、ブタジエン重合体およびイ
ソプレン重合体からなる群より選ばれる少なくとも１種のポリマーと、（メタ）アクリレ
ート系モノマーと、光重合開始剤とを含有するものが好ましい。
【００４３】
　前記アクリル系樹脂としては、ポリウレタン（メタ）アクリレート、ポリイソプレン系
（メタ）アクリレート、ポリイソプレン系（メタ）アクリレートのエステル化物などが好
ましい。一方、前記（メタ）アクリル系モノマーとしては、例えば、メチル（メタ）アク
リレート、エチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－
ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート
、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）
アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、イソボニル（メタ）アクリレート、ジシ
クロペンテニロキシエチル（メタ）アクリレート等を挙げることができる。中でも、メチ
ル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、イソボニル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレートが好ましい。なお、これらの化合物は単独で用いてもよく、または２種
類以上を用いてもよい。
【００４４】
　接着剤には、その他、光重合開始剤、溶剤、重合調整剤などを含有することができる。
【００４５】
　なお、ここでいう接着剤として、前述した評価用接着剤を使用することもできる。
【００４６】



(9) JP 5750848 B2 2015.7.22

10

20

30

40

50

　本発明の光学部材と透明保護部材との間に接着剤層を形成する方法としては、たとえば
、当該光学部材の表面に接着剤を塗布した後、当該面に透明保護部材を重ね合わせ、次い
で活性エネルギー線を照射して硬化処理を行う方法が挙げられる。活性エネルギー線とし
ては、紫外線、電子線、近紫外線、可視光、近赤外線、赤外線、Ｘ線などから適宜選択す
ることができるが、なかでも、紫外線が好ましい。
【００４７】
＜画像表示装置＞
　かくして、本発明の光学部材と、透明保護部材と、これらの間に介在する接着剤層を備
えるユニットを作製することができる。そして、当該光学部材の接着剤層とは反対側に画
像表示部を備えることにより、画像表示装置とすることができる。ここで、本発明にかか
る画像表示装置の概念図である図１を参照しながら、画像表示装置について説明する。図
１に示すとおり、画像表示装置５は、画像表示部４、光学部材１、接着剤層３及び透明保
護部材２をこの順で備えるものである。ここで、透明保護部材２の方が、画像表示装置５
の視認側となり、画像表示部１の方が画像表示装置５における光源側（図示せず）となる
。
【００４８】
　画像表示部１としては、例えば、液晶パネル、ＥＬパネル、ＰＤＰなどが挙げられる。
【００４９】
　画像表示装置５が、液晶表示装置の場合には、画像表示部４の光源側に、リア側偏光板
、プリズムシート、光拡散シート、バックライト装置（いずれも図示せず）がさらに配置
される。
【実施例】
【００５０】
　以下、本発明を実施例によりさらに詳しく説明するが、本発明はこれらの例に限定され
るものではない。
【００５１】
＜評価用接着剤＞
ガスクロマトグラフィー法により以下のとおり分析される評価用接着剤を使用した。
　主成分：イソプレン重合体
　ジシクロペンテニロキシエチルメタクリレート：１４重量％
　ベンジルメタクリレート：８重量％
　メチルメタクリレート：２重量％
　光重合開始剤（イルガキュア１８４）：０．２重量％
　その他添加物：（メタ）アクリレート系モノマー０．８重量％、アセトン、２，４，６
－トリメチル安息香酸、１－オクタンチオール、ジフェニルホスフィン（これら化合物は
、ガスクロマトグラフィー分析においてピークとしては観測されるものの、定量限界以下
のものであった。）
【００５２】
＜接触角の測定＞
　測定対象とするフィルム状の光学部材の表面に、前記評価用接着剤１０μｌを滴下した
後、５分間放置し、次いで、当該光学部材と当該評価用接着剤との接触角をＤａｔａＰｈ
ｙｓｉｃｓ社製のＣｏｎｔａｃｔ　Ａｎｇｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍ　「ＯＣＡ３０Ｌ」を用い
て測定した。
【００５３】
＜最大せん断応力の測定＞
　予めガラス板に貼合しておいた光学部材の表面に、前記評価用接着剤を塗布した後、さ
らに接着剤を塗布した面にガラス板を重ね合わせた。ここで、応力をかける方向の接着剤
塗布膜の長さを約１２．５ｍｍとし、接着剤塗布膜の厚みを約１５０μｍになるように調
整した。
　次いで、ＵＶ照射装置（シンコー化学製）を用い、積算光量５０００ｍＪ／ｃｍ２とし
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て紫外線を照射して、前記接着剤を硬化させて接着剤層を形成した。
　このように作製された測定用のサンプルに対し、島津製作所社製のオートクレープ（Ａ
Ｇ－１）を使用して、ガラス板同士を相対する方向、すなわち光学部材から接着剤層を引
き剥がす方向に一定速度（５ｍｍ／ｍｉｎ）で応力をかけていき、最大せん断応力を求め
た。
【００５４】
＜気泡発生の評価＞
　光学部材と透明保護部材との間における気泡の有無について、以下のとおり評価した。
　まず、透明保護部材としてガラス板を使用した。次に、光学部材と透明保護部材との間
に介在させる接着剤層を形成するための接着剤として、前記評価用接着剤を転用すること
とした。
　具体的には、縦９ｃｍ×横９ｃｍの光学部材の表面中央部に接着剤を塗布した後、ガラ
ス板を重ね合わせ、接着剤の広がり具合を評価した。気泡のかみこみなく接着剤が良好に
広がっていたものを○とし、一部気泡がかみこみ、接着剤がうまく広がっていないものを
×とした。なお、ガラス板を重ね合わせた段階で気泡のかみこみなく接着剤が良好に広が
っていると、その後、硬化処理しても良好な外観を有するものなり、他方、気泡がかみこ
んでしまうと、その後、硬化処理を行っても気泡は残存して外観不良となる。
【００５５】
＜サンプル評価１＞
　以下の構成を有するフィルム状の光学部材（サンプルＮｏ．１～１２）について、接触
角、最大せん断応力を評価した。その結果を表１に示す。
【００５６】
（サンプルＮｏ．１）
・トリアセチルセルロース（以下、ＴＡＣ）基材フィルムの上に、主にペンタエリスリト
ールテトラアクリレート（以下、ＰＥＴＡ）、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレー
ト（以下、ＤＰＨＡ）から形成される防眩層を有するフィルム状の光学部材。
【００５７】
（サンプルＮｏ．２）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡから形成される防眩層を有するフィルム状の
光学部材。
【００５８】
（サンプルＮｏ．３）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、ＩＰＤＩから形成される防眩層を有するフ
ィルム状の光学部材。該光学部材の表面をＴＯＦ－ＳＩＭＳにより分析したところ、フッ
素系化合物の存在は確認されなかった。
【００５９】
（サンプルＮｏ．４）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、有機シロキサンから形成される防眩層を有
するフィルム状の光学部材。
【００６０】
（サンプルＮｏ．５）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、ヘキサメチレンジイソシアネート（以下、
ＨＤＩ）から形成されるハードコート層を有するフィルム状の光学部材。
【００６１】
（サンプルＮｏ．６）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、ＤＰＨＡ、トリス（２－アクリロキシエチ
ル）イソシアヌレート（以下、ＴＡＩＣ）、ＩＰＤＩから形成されるハードコート層を有
するフィルム状の光学部材。
【００６２】
（サンプルＮｏ．７）
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・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、ＤＰＨＡ、ＩＰＤＩ、２－ヒドロキシエチ
ルメタクリレート（以下、ＨＥＭＡ）から形成され、かつ、帯電防止剤が含有されている
防眩層を有するフィルム状の光学部材。
【００６３】
（サンプルＮｏ．８）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に帯電防止層を有し、さらにその上に、主にＰＥＴＡ、ＤＰＨ
Ａ、ＩＰＤＩ、ＨＥＭＡ、ＴＡＩＣから形成される防眩層を有するフィルム状の光学部材
。該光学部材の表面をＴＯＦ－ＳＩＭＳにより分析したところ、パーフルオロポリエーテ
ルの存在が確認された。
【００６４】
（サンプルＮｏ．９）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に帯電防止層を有し、さらにその上に、主にＰＥＴＡ、ＤＰＨ
Ａ、ＩＰＤＩ、ＨＥＭＡ、ＴＡＩＣから形成される防眩層を有するフィルム状の光学部材
。該光学部材の表面をＴＯＦ－ＳＩＭＳにより分析したところ、パーフルオロポリエーテ
ルの存在が確認された。
【００６５】
（サンプルＮｏ．１０）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、ＩＰＤＩから形成される防眩層を有するフ
ィルム状の光学部材。該光学部材の表面をＴＯＦ－ＳＩＭＳにより分析したところ、パー
フルオロポリエーテルの存在が確認された。
【００６６】
（サンプルＮｏ．１１）
・ＴＡＣ基材フィルムの上に、主にＰＥＴＡ、ＤＰＨＡ、ＩＰＤＩから形成され、かつ、
帯電防止剤が含有されている防眩層を有するフィルム状の光学部材。該光学部材の表面を
ＴＯＦ－ＳＩＭＳにより分析したところ、パーフルオロポリエーテルの存在が確認された
。
【００６７】
【表１】

【００６８】
実施例および比較例
　サンプルＮｏ．３について、前述した気泡発生の評価を行ったところ、気泡のかみこみ
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なく接着剤が良好に広がっていた。一方、サンプルＮｏ．９について、前述した気泡発生
の評価を行ったところ、一部気泡がかみこみ、接着剤がうまく広がっていなかった。
【００６９】
＜サンプル評価２＞
　ＰＥＴ基材フィルムの表面に、接触角２５°、最大せん断応力が１６０Ｎとなるように
易接着処理することが可能であった。
【００７０】
　前記光学部材について前述した気泡発生の評価を行えば、気泡のかみこみなく接着剤が
良好に広がることが期待される。
【００７１】
参考例
　ＴＡＣ基材フィルムの最大せん断応力は５５Ｎであった。
【符号の説明】
【００７２】
１：光学部材
２：透明保護部材
３：接着剤層
４：画像表示部
５：画像表示装置
６、７：ガラス板
８：評価用接着剤から形成される接着剤層

【図１】

【図２】
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